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《講演記録》
司馬相如伝の受容と展開
　
山田尚子
１
過分なご紹介にあずかりまして、誠にありがとうございます。本日の題には「司馬相如伝の受容と展開」としたのですが、
あまり大きな視点からの話にはなりませんで、やや細かい話が多くなってしまうかと思うのですが、どうかお許しをいただきたいと思います。
司馬相如は、中国の前漢の人物で、中国文学のジャンルのうちでも、特に「賦」に優れた人物として知られています。その
伝を、きわめてざっとではありますが、ここで見ておきますと、司馬相如は、前漢時代の蜀郡成都（今の四川省成都市）の人で、字 長卿といい、景帝のとき武騎常侍（騎馬して侍従し 帝の狩猟などに従う官）となりましたが、そ 景帝が辞賦を好まないので官を辞して梁に遊んだ、といわれます。このときの梁王は、景帝の弟で、劉武という人で 当時の有名な文人たちを優遇して、一緒に住まわせていたようで、司馬相如も彼らとともに寝泊まりして、交流を持ったといわれます。司馬相如は、そのときに「子虚賦」を作ります。梁王武 没後、成都に帰る際に臨邛を過ぎ、富豪卓王孫の娘である卓文君と駆け落ちをします。その後たまたま「子虚賦」が武帝の眼にとまり 郎（ 官）を拝し、中郎将（帝の侍衛を統括す ）となり、孝文園令（文帝の陵園を管理する職の長官） なりましたが、病気で引退をしています。相如の死に際して、武帝はその作品
2をすべて回収させようとしました。それは、相如が死んでしまうと、彼の作品が散佚してしまうのではないか、ということを恐れたためでしたが、帝の使者が家に行ってみると相如はす に没しており、家には、かね 献上するつもりの「封禅文」以外には残っていなかった 他 作品はすべて、作るとすぐに誰かが持って行ってしまって そもそも手元に残っていなかったといわれます。賦に長じ、作に「子虚賦」 、 「大人賦」 、 「長門賦」などがあります。日本で 、恐らくは『史記』の司馬相如列伝、 『漢書』の司馬相如伝 『文選』 、 『蒙求』などを媒介として、古くからその伝や作品が知られていたと思います。
資料一
に挙げたのは、司馬相如の伝のなかで、日本の作品に用いられている話を時系列で、箇条書きにして並べてみたも
のです。
　　　
  　
日本における司馬相如伝の受容
　
①
 郷里を出るとき、昇仙橋の橋柱（橋門）に、出世するまでは二度と橋を通らないという決意を書きつけた。

…『蒙求』 「相如題柱」 ・ 『史記』司馬相如列伝所引「華陽国志」
②
 梁の孝王のもとで鄒陽や枚乗といった文人達と交わった。

…『史記』司馬相如列伝・ 『漢書』司馬相如伝・ 『文選』巻十三「雪賦」
③
 富豪の娘、卓文君が相如の琴を聞き、二人は駆け落ちの末に結ばれた。

…『史記』司馬相如列伝・ 『漢書』司馬相如伝
④
 貧しかった相如の家は、ただ四方に壁が立っているだ であった。

…『史記』司馬相如列伝・ 『漢書』司馬相如伝
⑤
 賦の作者として高い評価を得た。

…『史記』司馬相如列伝・ 漢書 司馬相如伝
⑥
 相如を迎えたときの太守や県令の恭しい様子を見て、蜀（司馬相如の郷里）の人々は いへんな栄誉だと思った。

…『史記』司馬相如列伝・ 漢書 伝・ 『蒙求』 「相如題柱」
つまり、ここに挙げたものは、日本の作品に故事として使われているものということになります。…の先には、それが中国
のどの文献に見えるかを示してあります。 『史記』の司馬相如列伝と『漢書』の司馬相如伝は 細かい違いはありますがおお
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よそのところ、同じ本文を持っています。この
資料一
をご覧いただいてわかりますように、司馬相如の伝あるいはその人物
像にはさまざまな側面があって、日本人はこうしたそれぞれの側面を故事として、自分たちの、その時々の状況に応じて使ったものと思われます。
恐らく、
資料一
のうちで最もよく知られている、といいますか、人気のある故事は③の、富豪の娘である卓文君との恋愛
譚ではないかと思います。 『今昔物語集』や『十訓抄』などの説話集に見えるほか、 『唐物語』などにも描かれています。それから④の、貧し った頃の相如の家は四方に壁が立 るだけであったというのは、建物がみすぼらしくさびれた状況、あるいは自分自身の哀れな状況に対する嘆きなどを説明するのに使われます。 『太平記』にも 孔子の弟子で貧しかったことで知られる顔淵とならべら て使 てい 例が見えます。一方、 『懐風藻』を含め、 安前期までの漢詩文においては ②、それか ⑤、つまり賦の製作に優れた人物として描かれる例が圧倒的に多いと思います。
本日お話ししますのは、①それから⑥の故事についてです。最初に①に注目し、後で⑥について触れるということになると
思います。もう少し具体的に申し上げますと、句題詩の表現に見える司馬相如の故事をめぐって、最近気が付いた点についてお話してみたいと思います。
①の故事、つまり、司馬相如が都で仕官するために郷里を出るとき、昇仙橋の橋柱に、出世するまでは二度とこの橋を通ら
ないという決意を書きつけたと う、昇仙橋 故事は、平安前期まで この故事 使った用例が見出せておりませんが、十世紀の後半になりますと、この故事を使った表現が漢詩文の中に見えて いります。
資料二
は、この故事が記された、 『史記』
の該当箇所です。
4〔史記、司馬相如列伝〕至蜀、蜀太守以下郊迎、県令負弩矢先駆。
蜀人以為寵。
【索隠】華陽国志云、蜀大城北十里有升仙橋、有送客観也。相如初
入長安、題其門云、 「不乗赤車駟馬、不過汝下」也。この故事は 『史記』の本文ではなく、 「索隠」という注に引かれるものです。
資料二
で太字にしてある部分、つまり「華
陽国志に云ふ」ではじまる箇所です。ここに引かれる「華陽国志」は、六朝の晋代の書物で、四川雲南地方の歴史や地理を記述した書として、何種類かの伝本が現存していますが、ここでは、 「史記索隠」に引かれた本文を見ることにしたいと思います。ここに引きました『史記』司馬相如列伝の本文は、 『漢書』司馬相如伝に一致する、つまり文脈も同じ、ほぼ同文の本文がありますが、 「索隠」の注 、 『漢書』にはありません。 『史記』の本文にのみ、この注が付いています。
それでは、改めて「索隠」の部分、つまり
資料二
で太字にしてある部分をご覧いただきたいと思います。なお、
資料二
に引用した『史記』の本文 は傍線がついた箇所 ありますが、この傍線部分について 後で説明することにしますので、今は太字の「索隠」の箇所 みをご覧いただきたいと思いま 記さ のは、 「華陽国志に云ふ、蜀 大城の北のかた十里に升仙橋有り、送客観有り。相如初めて長安に入 とき、其 門に題して云ふ、 「赤車駟馬 乗らずんば、汝が下を過ぎざらん」となり。 」つま 、 「華陽国志」という書物によると、 大城の北、十里のところに升仙橋という橋があって、そこには送客観がある、相如 初めて都長安にのぼっ と 、其の門に「赤車駟馬に乗らずんば、汝が下を過ぎざ ん」つまり、「赤車駟馬（四頭だての赤色の馬車、高官の乗りもの）に乗らないうちは、この橋の門の下を通るまい」と書きつけた、という内容です。
さらにこの話は、唐代に作られた幼学書、 『蒙求』の中にも、 「相如題柱」という標題で採られています。 『蒙求』には、こ
れを編纂した李瀚が自分でつけたといわれる最も古い注、いわゆる李瀚の自注が記された本が残っていますが、残念なことに、この自注本には欠けている部分 ります。この「相如題柱」 箇所は、ちょうどその欠けている部分にあたっていて、自注が残っていません。そこで、ここでは、この自注に準ずるも として、大永五年（１５２５）書写の国会図書館本 注文を掲
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げました。〔蒙求、相如題柱（国会図書館蔵大永五年（一五二五）書写本）
401 〕※李瀚自注本はこの箇所現存せず。
前漢司馬相如、字長卿、成都人。蜀城北七里有昇
遷ママ
橋、相如題其柱曰、大丈夫不乗駟馬大車不復過此橋。後遷中郎将、入蜀。郡守郊迎、県令負弩
先駆。蜀人以相如為栄寵。傍線を付けた部分については、やはり後回しにしたいと思います。それで、この『蒙求』の記述と
資料二
の「華陽国志」
の記事を比べますと、もちろん違いがあります。最も大きな違いは、 「華陽国志」では、相如が自らの決意を書きつけたのが橋の「門」になっているのに対して、 『蒙求』では、標題の四字句が「相如題柱」になっていることからもわかるように、 「橋柱」に書きつけたことになっている点です しかしながら、 『唐物語』などの後代の作品では「柱」となっている場合が多く日本においては「門」よりも、 「柱」となっているストーリーのほうが広く受け入れられていたのではないかと思われます。
２
ここまで、司馬相如の昇仙橋の故事について説明してきましたが、ここから、やや唐突ですが、今度は、平安期の句題詩の
表現に話をうつしたいと思います。
近年、平安期の句題詩については、大きく研究が進みました。句題詩についての詳 い研究は、レジュメの最後に（※本稿
末尾に掲出） 、主な参考文献 して、佐藤道生先生、堀川貴司先生のご著書など掲げておきましたので、詳しくはそちらを参照していただきたいと思いますが、 日の話に関わる事柄について やや煩雑で申し訳 いのですが、ここでお話しておきたいと思います。
句題詩というのは、漢字五文字の 、これが句題と呼ばれるものですが、この を詩題として作 れる詩のことです。句資料三
6題とはそもそも、かつて作られた古い五言詩の一句を題としたものですが、平安中期以降になりますと、詩の一句をとるのではなく、新たに詩題を作る、新題と呼ばれる句題が増えてまいります。句題詩が詠まれる場は、宮中や貴族の邸宅で催され詩宴（詩の宴、詩会とも呼ばれる）で、句題は、その場の季節や状況にふさわしいものが撰ばれます。
こうした場で作られる句題詩は、多くの場合、七言律詩です。従って、押韻、頷聯（第三句と第四句） 、頸聯（第五句と第
六句）の対句、平仄などは、近体詩の規則に従って作られます。しかしながら、平安中期以降の句題詩の場合には、中国の近体詩には見られない独自の構成方法があったことが知ら てい
資料四
に掲げたのは、近年明らかになった、平安中期以降に定着したといわれる、句題詩の構成方法です。
　　　
  　
句題詩の構成方法
　
※句題詩…漢字五文字の句題を詩題として詠まれた詩。
①首聯
　
題目＝詩題の五文字をそのまま詠み込む。
②頷聯
　
破題（本文）＝詩題の文字を別の文字で言い換えて題意を敷衍する。
③頸聯
　
破題（本文）＝詩題の 別 文字で言い換えて題意を敷衍する。
　
※１
　
②、③のいずれかで故事や典拠 踏まえた表現を用いるのが望ましい。その場合には、特に「本文（譬喩・比興） 」と呼ぶ。
　
※２
　
詩題に双貫語（山川、管絃など）が入っている場合には頷聯、頸聯の上句、下句でそれぞれを言い換え、詠み分ける必要がある
④尾聯
　
述懐…詩題に即して思いのたけを述べる。
この句題詩の構成方法を①から順に見ていきますと、首聯つまり、第一句および第二句は、 「題目」とよんで、ここには
詩題の五文字をそのまま詠み込みます。次の頷聯すなわち第三句および第四句と、頸聯すなわち第五句、第六句は、中国における律詩 規則によって対句を構成しなければならない箇所にあたるわけですが 特に日本の句題詩の場合には、この頷聯と頸聯で、それぞれ詩題の五文字を別の文字で言い換える、ということをいたしま 。詩題を別の文字で言 換えることで、意を別の表現で敷衍するわけです。このように詩題を別の表現で言い換えた頷聯、頸聯のこと 「破 」と呼びます。そして太字の※印 １に示しましたように、頷聯お び頸聯で言い換えをする、つまり破題をする際に どちらかの破 につ ては、
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故事や典拠を踏まえて作るのが望ましく、その場合には、特にその破題のことを「本文」と言います。最後に尾聯、つまり第七句、第八句は、 「述懐」と呼ばれて、ここでは詩人自身の思いを述べることが許されます。ただし、ここでも詩題の題意を踏まえて表現されることが求められます。
資料五
には、こうした句題詩の構成方法にそって作られたことがすでに知られている、大江匡房の作品を掲げました（詳
細は参考文献②を参照のこと） 。これを見な ら、構成方法について、もう一度確認をしてみたいと思います。
　　　
  　
句題詩の例
〔中右記部類紙背漢詩集、松樹臨池水（松樹
 池水に臨む） 、大江匡房〕
題目

１
 仙家池水
0
正泓澄

仙家
 池水
 正に泓澄として

２
 松樹臨0
来殊有情

松樹臨み来る
 殊に情有り
本文

３
 草臨
聖池
帯水
 煙松樹
残月暗

草聖
 煙を帯びたり
 残月暗し
　
※草聖＝張芝（ 『蒙求』 「伯英草聖
320 」 ） 。

４
 波臨
臣池
衣水
 緑松樹
晩風清

波臣
 緑を衣
き
たり
 晩風清し
　　
※波臣＝魚のこと（ 『荘子』外物篇） 。
破題

５
 亜松
枝樹
 瀉
臨色
 金池
塘水
裏

亜枝
 色を瀉
そそ
く
 金塘の裏

６
 密松
葉樹
 浸
臨陰
 玉池
岸水
程

密葉
 陰を浸
ひた
す
 玉岸の程
述懐

７
 勝地宸遊看不飽

勝地
 宸遊
 看れども飽かず

８
 千秋万歳幾相迎

千秋
 万歳
 幾たびか相ひ迎へん
　
題は、 「松樹
 池水に臨む」です。第一句の「仙家」は、この詩が詠まれた詩宴が開催された場所をさします。 「泓澄」は水が
深くたたえられ、澄んでいる様子を表わしたものです。詩句の文字に傍点を打ちましたが、第一句、第二句の首聯では、句題の五文字、すなわち 「松、樹、臨、池、水」の五文字がそのまま詩のなかに読み込まれています。
次に、第三句、第四句の頷聯ですが、この詩の場合、この部分が「本文」 、すなわち故事を用いて題意を敷衍する箇所にあ
たっています。レジュメでは、詩句のそれぞれの文字に傍線を付けて、詩題のどの文字の言い換えに っているのかを示しておきました。 「草聖」 ※印に掲げましたように、草書体 字を書くのがう かったので 草聖 た人物で 後漢
資料五
8の張芝、字を伯英という人を指します。ここで使われている故事は、 『蒙求』に「伯英草聖」などとある故事を指しています。どんな故事かといいますと、張芝が書の稽古をするのに、硯では小さすぎるので、池のほとりで水に臨んで書を学び、そのせいで池の水がことごとく黒くなったという故事です。こ 故事を踏まえて、 「草聖帯」で詩題の「臨池水」を言い換えているわけです。そして、 「煙を帯びたり」の「煙」は、 の一字で松の緑を表わ 語ですので、 煙」が「松樹 の となります。こうして、この句では、 「草聖帯 で 池水に臨む」 、 「煙」 「松樹」を言い換えて、池のほとりで書の稽古に励む張芝のそばに緑に煙る松の木がある光景を描き出すことで、 「松樹
 池水に臨む」という詩題を敷衍していることになるわけです。
次に、第四句ですが、冒頭の「波臣」というのは、 『荘子』を典拠として、 「魚」を意味する語です。この句は、 「波臣
 緑を
衣たり」とあって、魚が緑を着ている 表現することで、松の木が池のほとり 立っている情景 表わしているも と解釈できますので、やはり詩題の五文字を言 換えて題意を敷衍して ると考えるこ が きます。
次に、第五句・第六句の頸聯ですが、この部分は句題詩の構成方法の破題の箇所に当たります。第五句の「亜枝」 、それか
らその対語になっている第六句の「密葉」が「松樹」を言い換えています。また、第五句 「金塘」 、その対語である第六句の「玉岸」が「池水」を表わしています。そして第五句では、 「松樹 言い換え 亜枝」と、 「池水」を言い換えた「金塘」との関係を表わす「色 瀉く」が「臨」の字を、また、同じように第六句 は、 「松樹 を言い換えた 密葉」と、 「池水」を言い換えた「玉岸」との関係を表 す「陰を浸す」
 が「臨」の字の言い換えになっているわけです。
最後に、第七句、第八句 すなわち尾聯は述懐です。この詩では、詩宴が開催された場所をたたえ、この詩宴の開催者の寿
命が松のごとく永遠でありますように、と結んで
以上のような構成方法に加えて、このような句題詩 構成方法で もう一つここでお話をしておかなければならないことが
あります。それは、双貫語というもので、これについては、
資料四
の構成方法のところへもう一度戻っていただいて、太字
の※印２をご覧いただきたい 思 ます。双貫語という は、 「山川」 管絃 などというように、互い 対になっている熟語のことです。詩題に、この双貫語（例えば「山川」 ような双貫語） 入っ いる場合には、頷聯 頸聯で破題 るときに、
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それぞれの上の句と下の句で、例えば上の句が「山」なら下の句は「川」 、逆に上の句が「川」なら下の句は「山」というように、 「山」 、 「川」 それぞれを、 と下の句で対句になるように、詠み分けて破題しなければならない、というものです。
資料六
には、詩題に双貫語を含む場合の句題詩の例を掲げます。
　　　
  　
詩題に双貫語が含まれる場合の例
〔中右記部類紙背漢詩集、松竹有清風（松竹に清風有り） 、藤原明衡〕題目

１
 青松
0
翠竹
0
幾成林

青松
 翠竹
 幾ばくか林を成さん

２
 自有清風
0
催詠吟

自おのづか
ら清風有り
 詠吟を催す
本文

３
 響清
爽風
夜吹
有
 丁
松固夢

響き爽や にして夜吹く
 丁固の夢
　
 ※丁固（ 『蒙求』
｢ 丁固生松
｣
214 ） 。

４
 韻清
幽風
暁扇
有
 子
竹猷襟

韻
 幽かす
かにして暁に扇ぐ
 子猷の襟
　　
※子猷＝王徽之。
破題

５
 淇
竹園迎夏忘
有
炎清
景風

淇園
 夏を迎へて炎景を忘る
　　　　
 ※淇園＝竹の産地。

６
 秦
松嶺当晴学
有
雨清
音風

秦嶺
 晴れに当たり 雨音を学ぶ
　　
 ※秦嶺＝五大夫の故事
述懐

７
 適対此叢偸作道

適たまた
ま此の叢に対ひ偸
ひそ
かに作りて道ふ

８
 可憐澗底独淹沈

憐むべし
 澗底に独り淹沈するを
詩題が「松竹に清風有り」となっていて、この 題の「松竹」が 竹との双貫語になっています。ここでは、特に問題となる頷聯と頸聯を見ておきたいと思います。まずは頷聯ですが、この詩の場合、この頷聯が句題詩の構成方法のうちの「本文」にあたります。第三句の冒頭の「響
 爽やかにして」 、そしてその対語になっている第四句の「韻
 幽かにして」が詩題の「清
風」を言い換えています。そして、第三句の「丁固の夢」 「丁固」 、第四 の「子猷の襟」の「子猷」 、それぞれ人物の名前です。第三句の「丁固の夢」は、 『蒙求』に
｢ 丁固生松
｣
とあるので知られていますが、丁固という人が腹の上に松が生
える夢を見たという故事を踏 えた表現です。 「丁固の夢」で、丁固の夢の中 松を意味し 詩題の「松」を言 換えています。 「子猷の襟」は、王徽之、字 子猷という人物が自分 家に竹を植えて そ を愛でた いう故事にもとづい 、詩題の「竹」を言い換えています。このように、頷聯の前の句で「松」を、後ろの句で「竹」をそれぞれ詠み分けて、前の句では
資料六
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「松に清風有り」 、後ろの句では「竹に清風有り」というように、題意を敷衍するわけです。そして、頸聯ですが、第五句の「淇園」 （ 「湈」字を意により改めた）は竹の産地で、 「竹」を言い換えた表現だと考えられます。一方、 「秦嶺」は秦の始皇帝の故事にもとづき、こちらは「松」を言い換えた表現です。すなわち、この頸聯では、前の句で「竹」を、後ろの句で「松」をというように、それぞれ詠み分けていると考えられます。
そして、以上のような句題詩の構成方法は、句題の詩序の構成方法とも深く関わります。詩序は、詩宴で詠まれた詩群の冒
頭に置かれるもので、詩宴の主催者の意向を受け、その詩宴がなぜ、どのような場所で行われたのかを明らかにするもので、多くの場合、儒者がその執筆にあたります。
資料七
に掲げたのは、句題の詩序の構成です。
　　　
  　
句題詩序の構成
（１）第一段
　
詩宴についての説明（誰が何時、何処で、何故、如何なる詩宴を催したか）
（２）第二段
　
詩題についての説明（句題詩の首聯から頸聯にあたる）
　　　　　
 ①題目
　　　　　
 ②破題
　　　
 ③本文（譬喩・比興）
（３）第三段
　
序者の謙辞
詩序は、大きく三段に分けられます。第一段は、その詩宴 ついて 何時、誰によって、何処で、何故、どのように行われた詩宴なのか などを説明する箇所にあたります。第二段は、詩題についての説明です。最後に第三段で序者の謙辞を述べて結びます。句題詩の構成方法と深く関わるのは、この三段のうちの第二段です。第二段 は、句題詩の題目 破題 「本文」にあたるものを、この順序で置き、詩題を敷衍します。つまり、まず詩題の五文字をそ まま詠み込み（ 「題目」に当たります） 、次に詩題を別 文字で言い換える「破題」 置き、そ 次に故事や典拠を踏まえた表現を用いることによって 題の文字を言い換える「本文」を置く、と う構成をと わけです。
資料七
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３
ここで強調しておきたいのは、句題詩および句題の詩序において肝心なのが、破題の作成、これは破題の一種としての「本
文」の作成も含めてということでありますけれども、この破題の作成であるという点です。詩題を如何に言い換えるかということに、製 者は最も心を砕くわけ す。もっといえば 句題詩および句題の詩序の良し悪しは、破題の出来不出来にか っている いっていいと思います。逆にいえば、この破題の言い換えさえ上手くいけば、つまり破題の作成さえできれば、なんとか句題詩を作成できる、と うことにもなると思います。
そして、重要なのは、 うした破題製作への必要性が、破題製作に有効なテキストの成立を促すという点です。
資料八
、
　
　
　
  をご覧いただきたいと思います。
資料八
に掲げました『文鳳抄』 、それから、
資料九
に掲げました『擲金抄』は、い
ずれも破題を製作するための、つまり詩題を言 換え、対句を作成するための対句語彙集です。 『文鳳抄』は菅原為長撰、 『擲金抄』は藤原孝範撰で が、こ 二 の書物は、ほぼ同じ時期に成立して ると ってよいと思われます。
　　
　
※
 『文鳳抄』…菅原為長（一一五八～一二四六）撰。元久元年（一二〇四）～建暦元年（一二一一）頃には原型ができ、その後増補されたか。
〔文鳳抄、橋〕・仙鵲結翎
人龍題字
烏鵲橋、在七夕部司馬相如、字
ハ
長卿、成都人
ナリ
。蜀城
ノ
北七里、有
リ
昇
遷ママ
橋。乃題其柱
シテ
曰
ク
、不乗赤車駟馬
バ
、不復過此橋
ト云リ
。武帝善其才
シテ
拝
シテ
為武騎
常侍、後
ニ
遷中郎将
ル
。奉使
テ
入蜀郡
ル
。郡守郊迎
ス
。蜀人謂之為龍。漢書
・昇遷
ママ
名旧
来往跡危
資料九
資料八
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〔文鳳抄、橋島〕
　
・肥馬遂過
遠舟不弁
〔文鳳抄、舟橋〕
　
・馬卿字旧
漁子歌幽
　　
  　
  ※『擲金抄』…藤原孝範（一一五八～一二三三）撰。建永から承元年間（一二〇六～一二一〇）頃。
〔擲金抄、巻下、双貫部、橋島〕
　
・蜀人題柱
越客棹舟
　
　　　 　　　　　　　　　　
・肥馬遂過
遠舟不弁
〔擲金抄、巻下 双貫部、舟橋〕
　
・范蠡棹
蜀龍題
　
　　　 　　
・蜀人題柱
商客為家
やっとここから本題に入りますが ここで注目したいのは、これらの対句語彙集において、司馬相如の昇仙橋の故事が橋を
言い換えるための、つまり詩題に「橋」が含まれている場合に、その橋を破題するための語彙として掲げられている、という点です。まずは、レジュメに沿って、 『文鳳抄』 、 『擲金抄』の記述がどのように構成されているのか、見ていきたいと思 ます。
資料八
の『文鳳抄』の場合、 「橋」の項目（見出し語）のところに、 「橋」を言い換えるための表現として、 「仙鵲翎を結
ぶ」と「人龍字を題す」という二つの語彙が、互いに対句を構成し得る語彙として掲出されています。このように、 『文鳳抄』 、『擲金抄』では、ある語彙が記され、その右下に小字で別の語彙が記されていて、この二つの語彙が対語として使うべき語彙であることを示していま そして 『文鳳抄』の場合 は、このように対語が示されたあとに、しばしば、そ ぞれの語彙についての注が記される場合があります。 「烏鵲の橋、七夕の部に在り」とあるのは、 「仙鵲翎を結ぶ」 ついて 注で、かささぎが羽をつらねて橋を作 故事は「七夕」の項目 ところに説明してある、 いう意味です。そして、この記述に続く注文に記 れているのが、司馬相如の で 。ここに見える司馬相如の故事の内容につ ては、あらためて後で触れることとして、ひとまずもう少し『文鳳抄』の記述を追ってみますと、やはり同じ「橋」の項目のところに、 「橋」の言い換えとして「昇遷の名旧し」と「来往の跡危し」という対 が見えます。もちろんこのうちの「昇遷の名旧し」が昇仙橋 故事を踏まえ
資料九
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た表現です。さらに、同じく『文鳳抄』の「橋島」という項目、これは題に「橋島」という双貫語が含まれている場合に「橋」と「島」のそれぞれを言い換えて、対句の上下に詠み分けるための語彙を示したものですが、ここに「肥馬遂に過ぐ」とあるのが、司馬相如の昇仙橋の故事をふまえて 」を言 換えるための表現だと思われます。また、同じく「舟橋」という双貫語の項目には、やはり「橋」を言い換えるための表現として「馬卿の字旧し」という表現が見え す。
あわせて、
資料九
の『擲金抄』も見ておきたいと思います。最初は、 「橋島」という双貫語を言い換えるための対語を示し
たものですが、こ うちの「蜀人柱に題す が昇仙橋の故事をふまえて「橋」を言い換えるための表現です。以下、同じように見ていきま と 「肥馬遂に過ぐ」という『文鳳抄』と同じ表現がみえるほか、 「蜀龍題す」 、そして、 「橋島」の項目のところにもあった「蜀人柱に題す」という表現が、 「舟橋」の項目のところにも見え いるのが確認できると思いま
こうした表現が司馬相如の昇仙橋の故事を踏まえていることは、これらがすべて「橋」の言い換えの表現として掲げられて
いること、表現が互いに類似していることから見て、間違いないと思い す。 「蜀人題柱（蜀人柱に題す） 」などと頻繁に見える「蜀」の表現は、司馬相如が成都すなわ 蜀の出身であることに基づいていると考えられます。ところが、これら を見渡しますと、中 やや不思議な表現が見えることに気がつきま 。それは、傍線をつけ した 人龍題字」 「蜀龍題」といった表現です。司馬相如の昇仙橋 故事はすでに確認 たしましたが そこに 「龍」に いての記述はありませんでし 。そこで改めて、 『文鳳抄』で先程保留 いた まし 「人龍題字（人龍字を題す） 」の注文 記述 確認したいと思いま 。
該当箇所は、
資料八
、 『文鳳抄』のなかの「司馬相如」で始まる二行です。ここには、 「司馬相如、字は長卿、成都の人な
り。蜀城の北のかた七里に、昇遷橋有り。乃ち其の柱に題 て曰はく 赤車駟馬に乗らずんば、復 此 を過ぎじと云へり。武帝其の才を善みして拝 て武騎常侍と為し、後に中郎将 遷 。使を奉りて蜀郡 入る。郡守郊迎す。蜀人之れ 謂ひて龍と為す。 」というふうにあり 出典を「漢書」と記しています。実は、 記事は、前半部分は していが、後半部分はその他のいくつかの 来事 故事を組み合わせて記事を作って ま そして このうちの「蜀人之れを謂ひて龍と為す」という表現によ て、司馬相如のことを「人龍」 「蜀龍」と表現している、という なります。
14
ところが、ここには、大きな問題があります。実は、 『文鳳抄』における「人龍」 「蜀龍」の典拠となっている故事すなわち
「蜀人之れを謂ひて龍と為す」を含む、 『文鳳抄』の注文の後半部分「使を奉りて蜀郡に入る。郡守郊迎す。蜀人之れを謂ひて龍と為す」というように記されたこの故事は、ここまで見てきたレジュメにすでに掲出しておりました。ここで、レジュメの前半のほうへ戻っていただきたいのですが、実 この故事は、最初の
資料一
において、⑥として掲げておいたものです。そ
して、こ 故事を記述した『史記』の記述というのが
資料二
に掲出したものです。つまり、索隠のすぐ前に記されている
『史記』の本文です。この部分は『漢書』司馬相如伝もほぼ同文ですが、こ うちの傍線部分、 「蜀人以て寵と為す」とある部分、この部分が『文鳳抄』の「蜀人之れを謂ひて龍と為す」という部分に該当すると考えられます。
資料二
に引いたところ
だけではわかりにくいので、こ あたりの状況を少し説明します 、 の部分の『史記』の司馬相如列伝および『漢書』司馬相如伝では 西南の異民族（蜀が都長安からみてかなり西南にありますが、その蜀から見てまだ西のほう いる異民族）を、漢に従属させるための使者として司馬相如がその地方に派遣されます。そして相如が首尾良くそのつとめを果たした帰りに、郷里の蜀にさしかかると、というところ 、
資料二
に引いた『史記』の本文の冒頭にあたります。すなわち「蜀に至れば、
蜀の太守以下郊迎 、県令弩矢を負ひて先駆し 蜀人以て寵と為す」 。現代語になおすと「蜀に到着すると、蜀の太守（郡の長官）以下が町はずれま 出迎え、県令（知事）は弩（いしゆみ） 背負って先導したので、蜀の人々は、大変な栄誉だと思った。 」ということ なります。つまり 何がいいたいかと うと、先ほどの『文鳳抄』の本文をこ 『史記』 （ 『漢書』もほぼ同文ですが）の本文 を比較してみます では「龍」となっている箇所が、 『史記』 は「寵愛」 「寵」となっているというこ です。そう ると、 『文鳳抄』に見えた「人龍」という表現、あ いは『擲金抄』に見えた 蜀龍 という表現は、どうしても奇妙な表現だと考えざ を得な 、 ことになるわけです。つまり、 「蜀人以 寵と為す」という表現を典拠として、 「人龍」 「蜀龍」 言った表現が生まれるという 、どうしても考えにくい。もちろん『史記』ある は『漢書』の本文が「龍」字であれば、問題はないわけですが、 「寵」字ということになると、そこには問題が生じると思われます。
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そこで、まず考えてみたいのは、 『文鳳抄』や『擲金抄』の記述に間違いはないのか、ということです。つまり、 「人龍」
「蜀龍」といった表現を句題詩の実作で使った例があるのか、ということです。司馬相如の昇仙橋の故事は、橋にまつわる故事ですから、この故事が橋を破題するために、つまり「橋」を言い換えるために用いられるというのは、十分に考えられます。しかし、そうした破題の製作において、司馬相如を指して 人龍」あるいは「蜀龍」と表現す 場合があるのか、ということです。 『文鳳抄』 『擲金抄』は、句題詩の破題を作るための対句語彙集で、当時、実際に作られた破題の語彙を帰納的に蒐集したものと考えられます。けれども、すべての語彙について、実作に見えることが証明されているわけではありません。あくまで語彙集である以上、ここに掲出された語彙が実際に用いられ ものだったのか否か ということが問題になってくると思います。
そこで、実作の中に「人龍」 「蜀龍」といった表現が用 られている例があるのかどうか、探したところ、見つけたのが、
資料十
の例です。これは句題の詩序の例です。ここには、問題となる（句題詩の構成方法に従って詩題を説明する部分にあ
たる）第二段のみを掲げました。残念なが 句 詩の例はまだ見つかっておりません。〔本朝続文粋、巻九、七言冬日於東光寺同賦
埋橋落葉多
詩一首（七言冬日東光寺に於いて同じく
橋を
埋うづ
めて落葉多し
といふことを賦する詩一首） 、
菅原在良〕于時寒葉頻落、斜橋方埋。石柱東西之路焉、飛丹灑而失跡、紅欄三百之構矣、明錦襲而添光。至于如紛々辞林梢、蕭々蔵苔点、孤桐脆兮旁籠、已隔漢虹之勢、老柳悴兮更漏、空忘蜀龍之文者也。
（以上第二段）
　　　　
 には
　　　
 の本文を、対句表現を整理して改めて掲げました。先ほども述べましたが、句題の詩序の第二段は、
詩題を説明する段に当たります。そして、繰り返しになり がこの第二段では、句題詩の場合と同じく、 および「本文」を作り、詩題を敷衍する必要があります。
資料十
資料十一
資料十
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題目

１
 于時
　　　　　　　　　　　　　　　
時に

２
 寒葉
0
頻落
0
　　　　　　　　　　　　　
寒葉頻りに落ち

３
 斜橋
0
方埋
0
　　　　　　　　　　　　　
斜橋方に埋もれんとす
破題

４
 石
橋柱東西之路焉
　　
飛落
丹葉
灑多
而失
埋跡
　　
石柱東西の路
　
飛丹灑きて跡を失ふ

５
 紅
橋欄三百之構矣
　　
明落
錦葉
襲多
而添
埋光
　　
紅欄三百の構へ
　
明錦襲
かさな
りて光を添ふ
本文

６
 至于如
　　　　　　　　　　　　　　　　　

７
 紛々辞
落
林葉
梢多
　　　　　　　　　　　　
紛々として林梢を辞し

８
 蕭々蔵
埋橋苔点
　　　　　　　　　　　　
蕭々として苔点を蔵すが如きに至りては

９
 孤
落葉桐脆兮旁
多籠
　　
已
埋隔
 漢
橋
虹之勢
　　
 孤桐脆くして旁く籠む
　
已に漢虹の勢を隔てたり

10 老
落葉柳悴兮更
多漏
　　
空
埋忘
 蜀
橋
龍之文
　　
 老柳悴
かし
げて更に漏る
　
空しく蜀龍の文を忘れたる

11 者也
　　　　　　　　　　　　　　　
者なり
※〔初学記、橋〕似虹。周処風土記曰、陽羨県前有大橋。南北七十二丈、橋中高起、有似虹形。袁君所立。 （虹に似る。周処風土記に曰はく、陽羨県の前に大橋有り。南北は七十二丈、橋中は高く起ちて、虹の形に似ること有り。袁君の立つる所なり。 ）現代語訳
　
今、秋になって、寒々しい様子でしきりに落葉し、斜めにかかった橋は落葉で今にも埋もれてしまいそうだ。
（以上題目）
東西の道にかかる の石柱は、丹砂のように紅く染まった葉が降りそそいで跡形もなく、沢山の細工が施された紅い欄干は、華やかな錦のような葉がその上に重なってますます輝きを増している。
（以上破題）
このように落葉が林の木々 梢からはらはらと落ち、橋の苔を隠していくときには、たった一本の桐 木の葉がもろくも落ちて橋をおおってしまい（橋が落葉で埋もれて見えなくなるので） 、かつては虹 ようだったという大橋の堂々とした様子からはもはやかけ離れてしまうことになるし、老いた柳 落ちてやせ衰え（橋が落葉に埋もれて見えな なるので） 、かつて司馬相如が書きつけたという誓いの文言は、すっかり忘れ去られてしまうことになるのだ。
（以上本文）
この詩序の詩題は、 「橋を めて落葉多し」です。最初の題目のところでは 傍点を付けまし ように 「葉」 「落」 「 」
「埋」の字がそのまま詠み込まれています。詩題の「多」という字はこの場合は見えておりません。破題の箇所では、 「石柱」「紅欄」でそれぞれ「橋」を言い換え、それらに飛丹（丹砂のように紅く染まった葉）がそそぎ、明錦（華やかな錦のような
資料十一
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葉）がかさなるという「飛丹灑く」 、 「明錦襲る」で「落葉多し」を言い換え、それによって橋の「石柱」が「跡を失ふ（跡形もなくなる） 」 、橋の「紅欄」に「光を添ふ（ますます輝きを増す） 」という状態になる、というので 埋む の字を言い換えています。
司馬相如の昇仙橋の故事が用いられているのは、 「本文」のところです。ここでは、まず、 「紛々として林梢を辞し、蕭々と
して苔点を蔵すが如きに至りては」とあって、ここの部分の現代語訳を参照していただきますと、 「このように落葉が林の木々の梢からはらはらと落ち、橋の苔を隠し いくときには」とあって、次に故事が二つ並びます。一つは※印 示しましたように、虹に似た姿を持っていたという陽羨県の大橋の故事です。九行目は この大橋 落葉によってかつて 堂々とした姿からかけ離れてしまうという趣旨を、詩題の文字をそれぞれ言い換えつつ表現しています。問題の「蜀龍」の表現は 十行目に見えます。すなわち、かつて司馬相如が書きつけたという昇仙橋 文（その文字）が落葉で見えなくなり、すっかり忘れられてしまうといった趣旨をいうもので、つまり、 「蜀龍の文」とは、 「司馬相如が書きつけた文」という意味で 詩題の「橋」を言い換えた表現だと考えることができます。
４
そこで、改めてこれを見ますと、 「蜀龍」という表現は、橋の言い換えであることから見ても、詩序の文脈から見ても、間
違いなく司馬相如を指しています。中国史を視野 入れま と 「蜀龍 という語から連想するの 『三国志』および『三国志演義』 どで活躍する蜀の諸葛孔明なのですが、この「蜀龍」はそうでは く、司馬相如であること 明らかです。このように、実作においても、 「橋」を言い換 るための表現とし 、司馬相如 「蜀龍」 する例が見え からには、 『史記』 、あるいは『漢書』の「蜀人以て寵と為す」という を典拠として 人 「蜀龍」 語 、破題の表現として用いていた可能性が高い、と うことになります。
18
そこで問題は、こうした状況、すなわち『史記』 『漢書』の記述と、日本の詩の表現が齟齬するという、この不可解な状況
をどのように解釈すればよいのか、という点になります。そこで、想定しうる可能性を
資料十二
にまとめました。
　　　　　
可能性として考えられること
①『史記』司馬相如列伝（あるいは『漢書』司馬相如伝）の「蜀人以為寵」の箇所の「寵」が唐鈔本では「龍」であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→唐鈔本系の本文が現存しない。
②『蒙求』 「相如題柱」の李瀚自注の「蜀人以為寵」の箇所の「寵」が「龍」であった。③句題詩の対語を作るため、 「寵」と意味が通じる「龍」が用いられ、 「蜀 「人龍」という語 案出された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→果たして日本人がこんなことをするのか？
①としたのは、 『史記』司馬相如列伝、 は『漢書』司馬相如伝の 蜀人以為寵 箇所の「寵」が唐鈔本 は「龍」
であったという可能性です。つまり、 『史記』の本文が、かつては違っていた、と考えるものです。しかしながら、これを確かめるのは困難です。 『史記』 『漢書』には、唐鈔本、すなわち唐代の写本の系統の本文が残っていません。現存の『史記』『漢書』は、すべて刊本系の本文です。近世の古活字本や朝鮮版に、古写本との校合が見られるものがありますので、そうしたものから、古い本文を探し出すしかないと思います。そして 現在の状況 らすると、 『史記』 『漢書』の本文が「龍」だったという可能性は低 と言わざるをえません。もちろん、可能性がないわけではありませんが、 『史記』 『漢書』のほ 、 『蒙求』 、それから『太平御覧』 、 『淵鑑類函 などの類書類も、こ を引くもの べ 「寵」の字で、 「龍」に作る本文は、見当たりません。こうしたことからすると、 「寵」字が「龍」字であったと う可能性を想定するのはかなり困難だと思います。
可能性の②として挙げたのが、 『蒙求』 「相如題柱」の李瀚自注の「蜀人以為寵」の箇所の「寵」が 龍」であった、という
ものです。 『蒙 は、少なくとも九世紀後半には、それを用いて学んだ記録が見えま し、幼学書としての影響力というのはしばしば指摘されるところです。本日 取り上げました昇仙橋の故事にいたしましても、後代のおおよそ 作品において、
資料十二
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司馬相如が自分の決意を書きつけたところを橋の「柱」としていて、 「門」としていないのは、やはり『蒙求』の影響力の大きさを物語るものだと思います。しかも、 『蒙求』の李瀚自注すなわち最も古い注には、さまざまな文献の現在の姿ではなく、かつての姿がとどめられていることが多くあります。したがって、 『蒙求』の李瀚自 がどのような記述か、ということは日本に受容された故事がどのような姿を持っていたのか さぐるための大き 手がかりとなるわけです。
ところが、すでに申し上げましたように、現存の自注本には欠けている部分があって、すべての注が残っているわけではあ
りません。不運なことに、 「相如題柱」の箇所は、自注本が欠けたところに当たっています。そこで、
資料三
には、大永五年
（一五二五）に書写された国会図書館蔵本を掲出しました。恐縮ですが、もう一度
資料三
に戻っていただきますと、該当箇
所には傍線をつけておきましたので、ご覧いただきたいと思いますが、 「蜀人相如を以て栄寵と為す」 っていま 『史記』 『漢書』が「寵」のみである に対して、こちらは「栄寵」になってはおりますけれども、 「龍」ではなく「寵」であることが確認できます。
資料十二
で、③として最後に掲げた可能性は、句題詩の対語を作るため、 「寵」と意味が通じる「龍」が用いられ、 「蜀
龍」 「人龍」という語が日本人によって案出された と考えるも で そこで 改めて
資料八
、
資料九
に掲げました『文
鳳抄』 、 『擲金抄』の記述を、もう一度見 み い 思います。句題詩の破題の箇所は、律詩 頷聯および頸聯ですので、対句を構成する必要があります。
資料八
の傍線部分、 「人龍題字（人龍字を題す） 」の対語となっているのは、 「仙鵲結翎（仙鵲翎
を結ぶ） 」です。つまり、 「人龍」と「仙鵲 とが対に ている、もっと詳細には、 「人」と「仙」 、 「龍」と「鵲」とが対語とされていることがわかります。 「龍」と「鵲」が対に って るのは、両者がとも 生物として同類の存在であるからです。また、
資料九
の傍線部分、 「蜀龍題（蜀龍題す） 」と対になっているのは、 「范蠡棹（范蠡棹さす） 」です。 「范蠡」は人名、春
秋時代、越国を勝利に導いた策士范蠡のことですが、この場合、 「范蠡」の 蠡」の字 「蜀龍」の「龍」の字が対にないます。 「蠡」は「ひさご」を意味する漢字 すが、ほかに、 「木を食う虫」 意味 あるようです。部首に「虫」がついてもいますので、 龍 の対語とするのも可能だと考えられます。また、
　　　
 あるいは
　　　　
 で見ました詩序の場合には、
資料十
資料十一
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「蜀龍」と対になっているのは「漢虹」です。 「虹」は生物ではありませんが、虫篇がついた字であるために、 「龍」の対語とされた可能性が考えられます。また、細かい説明は省きますが、 「龍」の字は、 「寵」の字と意味が通じる場合があります。この点から「寵」の字と通用できる「龍」の字に置き換えたのではないか、というふうに考えることも可能であるようにも思われます。句題詩の場合、故事を詩のなかに詠みこまなければならないと う都合上、少ない字数で故事を表わす方法が取られます。例えば、漢の李夫人のこと 「漢李」と表わすとか、陶淵明の家の門を 陶門」と表わすとか、登龍門として知られる李膺の門を「李門」と表わすといった類いです。 「蜀龍」 、 「人龍」といった表現も、このような句題詩特有の言い回しとして考案されたものと考えることができないか、というのが
資料十二
の③に掲げた可能性です。ただし、そうはいっても、 『史
記』 『漢書』の「寵と為す」 、句題詩の「人龍」 蜀龍」とでは、それぞれ「寵」の字と「龍」 字の意味がまったく違っています。したがって、日本人が果 してここまで踏み込んで、いわば大胆に、漢詩文の表現を作るだろ か という疑問が残ります。
そこで、結局、このような可能性を想定しつつも、あまり積極的な結論は出ないまま、消去法でいけば③の可能性がいちば
ん高いのではないか、と思いながら、本日を迎えているわけです。
すみません。予定の時間をだいぶ超過していますので、本日はこのへんで終わらせていただきたいと思います。結論の出な
いままで恐縮ですが、句題詩および句題詩序 中で、司馬相如を表現する に 人 、 「蜀龍」という、中国詩には例の見えない表現が用いられていること、そしてそれが、日本人によっ 案出された表現である可能性があることをお話しさせていただきました。ご静聴 ただき、ありが うございました①本間洋一校注『文鳳抄』 （歌論歌学集成別巻二、二〇〇一年、三弥井書店）②佐藤道生『平安後期日本漢文学の研究』 （二〇〇三年、笠間書院）他。主な参考文献
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③堀川貴司『詩のかたち・詩のこころ─中世日本漢文学研究─』 （二〇〇六年、若草書房） 。④佐藤道生編『句題詩研究』 （二〇〇七年、慶應義塾大 出版会） 。⑤山田尚子『中国故事受容論考─中古中世日本における継承と展開 九 勉誠出版⑥柳澤良一『新撰朗詠集全注釈』 （二〇一一年、新典社） 。⑦大木美乃「鎌倉期における『文鳳抄 『擲金抄』の享受」 （ 『藝文研究 第一〇六号、二〇一四年六月） 。
二〇一四年十月二十五日成城国文学会年度大会
（やまだ・なおこ
　
成城大学准教授）
